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表 3-7 素材の静的粘弾性 補遺

応 力 緩 和

歪,応 力 依 存 性

水分(溶液吸収)
依 存 性

温 度 依 存 性

A-94(2-6).D-147(6-
9).班-12(1,2). Ⅰ-146
(1,2).∫-5(1).K-36(1

-4,6).

ク リ フ

D1150(2･1-2･4).D-151(4).E171(3,5).
E-72(1-6).F-8(1,3,4).班-14(3).H-21
(4,5,7,9).Ⅰ-146(ll,12).K-36(1-5).0-
8(6,7).

E-71(5-7).0-8(4,5).

A-100(6).B-033(7).E-70(6).E-74(1,
2).

A-100(5).0-8(4,5).A-95(3-6). D-143(4,6,7,9,10).
(12,13).

*木材物理部門 (DivisionofWoodPhysics)
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表4-7 木質材料の静的粘弾性 補遺

応 力 緩 和 ク リ フ

歪,応 力 依 存 性
E-71(5).E-73(7).H-13(8-13).Ⅰ-147
(1,10-15,18-21,26-28).

表 5-4 結合および構造体の粘弾性 補遺

表6-7 素材の動的粘弾性 補遺

A-101(5,6).A-102(3-7).A-103(8).A1104(3).A-105(5).A-106
(2-5).D-142(1,2).D-147(6-9).D-148(2-5).D-153(2-4).F-

水分(溶液吸収)

依 存 性

温 度 依 存 性

非平衡 IH-22(15,16,18).

D-145(10).D-146(1-4,6).H-15(8).H-22(6).

平 衡 ∃H-22(19-21).
生物因子依存性

表 7-7 木質材料の動的粘弾性 補遺

水分(溶液吸収)

依存性

平 衡 1A-96(2).H-22(ll-13).

- 51-



木 材 研 究 資料 第 6号 (1972)

表9-6 木材の水分応力 補遺

膨

応 力 K-026(1-4).K-027(2,3,7,9).

潤 巨 乾 燥

内部残留歪

･.判 ∴巨｡れ
コフッ フス

D-046(6).D-047(5).D-049(13-15).
D-050(16-18,21-27).E-0143(5).

iB1033(3-5).弓

11

表12-4 木材の生長応力 補遺

応 力 ㌻D-003(3,4).

1

歪 欄 部残留歪 ;D-003(1･3)･H-003(7)･p-005(4,5,7-9)･

l

烏細 れぎ

表16 (a)素材の静的粘弾性 補遺

応力緩和-歪,応力依存性

文 叫 樹 種 i 特 性 t応力または歪 】含水率(%)極 度 座 間】処 理A-94Fig.2

〟 i応力緩和曲 線
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6へ.9

T
.-
.､三

一)

ニ
ーノ
.･.

Lノーノlt
.I.
./

ル

材
材
ノ

マ

ヤ

バ

キ
ス
辺
心
ヒ
ク
"

ホ
ブケ
カ

イ

圧縮(L)応力レベル15,30,45,

引 張 (L).l･_⊥_..
レベノレ
1.5,3,7.5,15,

%

5

22

引張,圧縮 (L)
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圧縮 15,30,45,60%
引張 1.5,3,7.5,15,22

引張,圧縮面の縁歪の !
変化量一時間 (荷重点§三 点 曲 げ (L)

.

.3

･
.0

0
0
0

.
0
0
0

000
0
0

.

(
(
(
0

(
(
(

(((
(
(
1

サ

リ
ギ

ー)
キ
ス
ツ

オナキ

ッ
ス

.

0

7
9
4

'

0
2
3
6

0

0

0 )
)
タ

0
3
5

'

｢⊥
3
3
0

.

.

.4

～ 100分; 〟

ヽ
ノ
＼
】
.

)

T
T

%

R(
(
レ/

動
張
'.i

振

力

･･i封
.･l

ssnt性
重

■)
)
)

)
))
)

-

5
8
3

435
8
3

4
4
5

557
8
0

0
0
0

000
0
1

4
7
7

225
4
5

4

4
4

556
8
9
7,1.08

弓 】

FPg:1デ,2FugE.r.67)aPle∃

】R.T

応力緩和曲線 l圧 縮 (⊥)

Filg:149koT70T ocP7e8)順 b㌘ 鮒 弾性率-歪弓′l

45% R.班. ;20oC

i

20kHz】

L

⊇

∃

]

レ-i6L～11.%)岳80%R･H.

張(L)

T:14§iR禦 yoclhe 憎 拡 震穿鮎 墓歪基蒜篭 と 〟 と 〟 L ,

Fig･ 2弓 (0･78) 号 yi;JLl/'̂簸芽還蒜蒜薩等曲蒜
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轟 き4V:意 8三訓 65%RIH･
～96時間

弓無処理,

,I::TB!.侶

クリープー歪,応力依存性

D150
Fig.2･1

D-150
Fig.2･2

温 度 t時 間 L処 理

l [三 点 曲 げ (L)

D-150

Fig.2･3 D-77 Fig.31,32に同じ

D-15〔‖ ダイオウ
Fig.2･4! シ ョウ

クリープ強度曲線

圧 縮

(/JoyHNIso'N葦iRimi13≡(応力レべgv5～95%)

FPg:15左をス ギ
晶晶遣 わみ-～(芸濃 ノ禦 げ1｡～6｡%)

jwalnut (o.56)

F :I713%,aim,u<し禦 蒜 =;喜 葺き孟

l

0 ,10,20,
30, 51日

E-71
Fig. 5

walnut(0.54-0.57)
パーティクルボード
(0.67,0.70,,0,71)

walnut単板オーバー
レイパーティクルボー
ド (0.64-0.72)

クリープ
たわみ-
試片厚さ 三点曲げ (L,〟)

(応力レべノL2～57%)

30,65,
90% R .H .

FEE:725F冒C.?4r303r.謁昌冒

H-14

Fig.

クリープ歪一繰返
し薮

クリープ歪,応力
レベルおよびセッ
トの関係

クリープ強度曲線ELMEND O RF お

よびLISKAのデ
ーターとの比較

3!Sitkaspruce

2,30分 無処理

引 張 ( L ) ･引 張 ( L )

応力レベル 10.3-
20.7-31.0- 41.3-
51.7-62.0-72.3%

(応力レべ品.～95%)i6･12%m･C･

クリープ曲線
(力学模型との比

較)

圧 縮 (氏)

(応力レベル 6｡%)
飽 水

D-106 Fig.5に同じ

D-106 Fig.4に同じ
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特檀樹献文

H-21
Fig. 7
H-21

Fig. 9

I-146
Fig.

Rotbuche
ll,12i(o･72-0･78)
〉●

K-36

歪回復曲線

性 岳 応力または歪

D-70 Fig.2に同じ

D-66 Fig.14に同じ

引 張 (L)
歪レベル 110%
歪振幅 (35Hz)

0-0.273%

1ime 葛ク1)-プおよび応

Fig･1～4ko.4g'=loU.52)弓も義元晶蒜

K -36

Fig. 5

∃含水率(%)i温 度 座 間 i処 理

点曲げ(L)

(応 召.?義:V6｡,
クリーフコンプラ
イアンス一応カレ

65%R.H. COO2
!無処理,

もを熱重合

叫 D箪 Br庫 為 含水 躍 ヵレべ芸,≡.L2):68%R･H･ 巨 4oFト12時間 も無竺

クリープー水分 (溶液吸収)依存性 (平衡)

t含水率(%)ttR--il時 間 i処 理
文 献 【樹 種

弓Walnut(0.54-0.57)lクリープ
レミ-ティクルポ- ド !たわみ-

E~7日 2～ 57% )Fig･5P/a'iOH:?t7,遥ioiIoF-'儲 冨蔓繕 完 ; yi ル しー'〟ノ

レイパーティクルボー 弓単板厚さ

E-71
Fig. 6
E-71

Fig. 7

1)-プ速度0.0005in/day
おけるたわみ,1分にお
るたわみ-試片厚さに対
る単板厚さの比-含水率

クリープたわみ比
-試片厚さに対す
る単板厚さの比一
時間

0-8 :Douglas-fir
Fig.4,5: (0.49)

クリープ曲線

点 曲 げ (L,〟)

三 点 曲 げ

(L,〟)

(応力ち=iv.%)

三 点 曲 げ(L,〟)

応力 レベル
5-29%

3 0 , 6 5,
90%R.H. 上00分

i無処理

:尿素樹脂
凝着

岳

クリープー水分 (溶液吸収)依存性 (非平衡)

時 間 ∈処 理

ク リ_プコソプラ と

イアンス曲線 :

収 縮率比 一応カレ
べ/レ

携 り(LR)

引

(応力レべ鴛～三.Td)

∴り二 ･;

_一一一 一･一}

75%R.H.

～30時間 t無処理

文 献 !樹 種

E-70
Fig. 6日 ｡.58両 案警 護の曲げ ≒曲

:southern

ク1)-プ曲線 i曲

げ (L)げ (L)
飽 湿

50%R .H.

乾 燥

FPgT7411tblackcherry
処理時の含水率
および処理時間
の影響

クl)-プ曲線
(試片厚さの影響)

最大曲げ
モーメン ト
0.0121b.in
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クリープー温度依存性 (平衡)

飽 水

クリープー温度依存性 (非平衡)

ヒノキ(0.34)

/′ヽ一ごIlヽ

クリープたわみ一
温度曲線およびそ
の勾配

三 点 曲 げ (L)

熟軟化点一熱前処
理時間

D-143
Fig.4
D-143

Fig. 9

D-143

Fig.10

D-145
Fig.12

舵

熱軟化点一熱前処
理温度

ヒ ノ キ
(0.31-0.33)

クリープたわみ一
温度曲線およびそ
の勾配

熱軟化点一熟前処
理時間

クリープたまっみ一

温度

熱軟化点一熱処理

温度

FPgTl針 ベ イ マ ツ

Ⅰ-105 Fig.2の一部に同じ

クI)-プおよびク
リープ回復繰返し
曲線

圧 縮

(年輪憤角 45C)

(ち) 木質材料の静的粘弾性 補遺

クリープ-歪,応力依存性

文 献 1供 試 材 1 特

Fwalnut(0.54-0.n

D
一

5
ド

.
7
バ

パーティクルボー
E-71ト(0.67,0.70,0.

Fig. 5walnut単板オ
レイ パーティク ルボー

クリープ

≡
腫
t

一
さ
る
さ

み
厚
す
厚

わ
片
対
板

た
試
に
単

ド (0.64-0.72)】の比

′ゝlコ

点曲げ (L,〟)

カレべノV2～57%)

30,65,
90%R.H.
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文 献 卜 供 試 材 妻 特 性

-- ドボー ド
.08,aspen,jクリープ曲線
式,1.03

5%
e5%

町 3 畳
g
l

Fi 9

m
Q)G
.p1)

詣

猷

31
～

,0

Ⅰ-147喜パーティクル
Fig. 1烏ミー ド

応

ら
比

･
.･l＼

カー歪曲線か
の推定値との

較

応力または歪 主含水率(%)極 度 座 間 圭処 理

三 点 曲 げ
応力レベル

30,5｡%)

ク リープ強 度 曲線 鑑 1[冒｡急 C':2)

(多層,0.74)巨クリープ曲線
Ⅰ-147:パ-テ イクルE

一二_ ∴ -_∴

Fig.

1-4i9-;5hLg義至と

Fig.

層

)

五

74

H 47烏 -ティクルIや

クリープ強度曲線,
クリープたわみ比

曲線 四 点 曲 げ (〟)

70-230kg/cm2

四 点 曲 げ (〟)

応力
40-110kg/cm2

四 点 曲 げ (〟)

File:1豊律 嘉 "0.'7;,;冨ヱ完 姦孟紺 冠晶
パーティクル弓

ボー ド 】

Fig･28j

72%R.H.
42n,(∩/n T, i72oF弓～409.9時間フ ェ ノ ー/レ樹脂 接着

1

-2×103§

20%m.C. : o i
ベル 68%)弓10%m･C･

～2×102

時間

～20時間≧

水分 (溶液吸収)依存性 (平衡)

文 献;供試材 : 特 性 1 応力または歪

仁禦 禦 (}9上皇51) _∫ .JP,!Lこぞ ;三 点曲げ (L,〟)E-71 jwalnut単板オー バ 十 およびクFig. 31'レイパーティクルボ十リープ回
圧 (0.69,0.71)§復曲線
≡walnut単板オーバー

(0.69,0.71,0.72)

(応力 レ端,12%)≦

両alnut(0,54-0.57);クリープ L

Fig･ 5Gv'a(ionf:t71 9穂 蘭 躍

E-71

.!ド (0.64-C).72):の比

l

Fig. 6【

1

E-71 :

Ⅰ-147

Fig.

16,17,
22

テ
ド
層
.

～

〓

単
層
62

パ
ボ
(
五
〇
.

Jヽ

の

%

,
7

J-

Llo
レ
2

げ
～

罠 音譜 監禁 0015ig/淫芸 ≒三点 曲 げ(L,〟)
けるたわみ-試片厚さに対 !｢応
する単板厚さの比-含水率 ≒＼

クリープたわみ比
-試片厚さに対す
る単板厚さの比一
時間

イクル弓

I-二 ､h,I:I

三 点 曲げ 51Li9/2)弓(応力レベル

ク リー プ 強度 曲 線,i四 点 曲 げ (〟)

クリープたわみ比

曲 線

('J-LT14%～23｡kg/cm2)

含水率(%) ∃温 度 !時 間 弓処 理

65,
90%R.H.

30,65,

90%R.H.

3′･-
14%m.C,

30,65,

90%R.H.

10,
20%m.C･

20oC

～ loo券

100分

尿素樹脂
接着

｣〓甜粛
着

尿
接

'無処理

l

:尿素樹脂
～援着

ト 37*1釦

l
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(C) 結合および構造体の粘弾性 補遺

応力緩和一歪,応力存性

特材読供献文

応力緩和曲線
勢 断

(応力3｡｡｡si)

処 理

フェノールー レゾルシ
ノール樹脂,ポ リ酢酸
ビニル接着 (ダブルラ
ップジョイン ト)

クリープー歪,応力依存性

戻 試 可 特

E3i.gd.3.9!マ ツ

い温 度 座 間 弓処 理

変位,温度,関係
湿度一時間

D-150

Fig.3･4,
3･10.3･11

勇 断 15.-30oC
ギベル接
令, 釘接

- : - -

気 戟

〟〟
～700 :ボ ル ト接

時間 i合

～150 才 ベ ル 接

時間 伶

莱

変位,温度,関係
湿度一時間

とレゾルシ′
～10日 ぎノール樹

鹿接着

(d) 素材の動的粘弾性 補遺

歪,応力依存性

文 献 ≠樹 種
特 性 l 応力または歪 ｣ 含水率(%)l温

A-101
Fig. 6

度 座 間 座 理

片持 曲 げ 振 動 65%R.H.

損失正接一髄から
の年輪数

A-102Fig.4,5
S-N 曲線

曲げ疲労(両振り)(L)
(応力レベル3｡二6｡%)たわみ振幅一繰返

し数,繰返し数比

1×103.-∃

二点支持曲げ振動

(L)

A-104Fig.3マカンパ
動的コンプライアンス比,圧電率比-照射量

ブ ナ

95Hz 無蓋鮎

】

動的弾性率比一加
熱時間

無処理,
尿素樹脂
塗布

動的弾性率および
比重の年輪内分布片持曲げ振動(L)

- 57-
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A-lO6!ヒ

Fig･ 3日..2-0.9/潤 芸蓋菱短節 -?*

A-106
Fig.4,5
1⊃-142

Fig. 1
I)-142

i)-148
F ig･2～4

D-148
Fig. 5

D-153
Fig.2
D-153

Fig.3,4

片持曲げ振動(L)

∫. 軸早●十 頼 り

D-97 Fig.4･2･4 に同じ

D-97 Fig.4･2･5に同じ
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ホ
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辺
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轟
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)
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)
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)

)

)
)

,

035
'

5
8
3
4
3
5
8
3

･､ 二 ･一 軒 ･､:こ

〟 ;減衰比
二･･一島･.守

縦
引
川
上

振 動 (R,T)
張 (R,T)

応力レベル3｡%)

書片 持 曲 げ
よび動)ぎ片持曲げ自由振動

荷荷重
壊強度

拷

～ j減衰 曲 線, 減衰比

FEgT97;Sitkaspruce巨たわ み振 幅 ~ 繰返

(0.43):残留強度-繰
1ト9 bouglas-ar(0.51).返し数

13～181ylpke&OTo.b4i9r,CE'ply,i

l FuLLER お
よびOBERG
のデーター
との比較

･:'･:lf.:.i;:,;:L)

〟 】 〟

45%R.H.
20oC j lOi去83紗 !無処理､

】

〟 /′

3回 j無処理

〟 ′′

片 持 曲 げ 疲 労
(両振 り,片振 り)

(L)

自 由振 動 (L)

蒜 1狛 D-117 Fig･ 2 に同じ

衝撃からの距離 ;(衝 撃 波)Fig. 3

Jil9
Fig.7,9

〝 ′′

11

動的弾性率-静的弾性率

動的曲げ弾性率一
動的ヤング率

縦 振 動

(衝 撃

片 持 曲 げ

振 動

E
i

i

Z

!

G

i

i
i

Z

I

E
i

i
i

Z

!

L
波
L

(

′t＼

(L)

(衝 撃 波)

曲 げ 振 動 (L)
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H-20
Fig. 3

性 5 応力または歪 L含水率(%)極 度 LBS 間 1処 理

0-9 Fig.5に同じ

0-9 Fig.6に同じ

0-9 Fig.9に同じ

21 樹 種

H-22
Fig.22i

動 的弾性率一比重 r曲げ振動(L,⊥)

Piceamorinda
Pinus longifolia
Garugapinnata
(心材,辺材)
Bombaxmalabaricum
DichoPsiselliPtica
Cry♪tomeriajaponica
(心材,辺材)

動的剛性
率比一荷
重時間

頼 り 自 由 振 動

気 乾

F詰丁2324;… teak

H-24
Fig. 2

動的弾性率比の樹
幹内R方向分布

H-25
Fig.A

曲 げ 振 動 弓

E-34 Fig.7,8に同じ

動的 弾性 率の頻度
分布

Ⅰ-146
Fig. Rotbuche

5,4,8F(0･72-0･75)

Ⅰ-146
Fig.

Rotbuche
e)●
5～7,9!(0･72-0174)

緩和弾性率,複素
緩和弾性率,材温
上昇一繰返し数

引張片振り縦振動(L)
ル 40-110%
幅
026-0.273%

応力-歪曲線,各歪 レベルに
おける微分緩和弾性率比一歪
レベル, 微分 緩和 弾性 率曲
級,複素緩和弾性率曲線

▲一二 8PeualFn
Fig.

pOOn
whitecedar
vellaplne

剛性率一引張力 携 り 自 由 振 動

飽水,ピ1)ジン,
トリブチルア ミ
ン,ポ1)エチレ
ング1)コール,
ソルビッ ト,モ
ルホリン,ニ ト
ロベンゼン飽和

短霊og.a?6y850･57)

音速,動的弾
性率一三主平
面における年
輪憤角,木理角

群 振 動 12%m.C.

無処理,
腐朽処理

～2.4×
107回 】無処理

l無処理

150kHz j無処理

Douglas一ar
強度一動的弾性率,

LT面における木理
角

水分 (溶液吸収)依存性 (平衡)

特種樹献文 性 1 応力または歪 含水率(%)
0
0
0
0
0
0
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(
(
(
(
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リ
キ
オ
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)
材
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日H
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3
33
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縦 振 動
(R) 気乾,絶乾
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Pinuslongifolia
Pinusexcelsa

f卜22 ∃Cedrusdeodara
Fig. L4biesPindrouJ

7-10:Tectonagrandis
:Adinacordifolia

_m_________｣些 竺giferaind室空

Fig.17･spruce

.rosewood
≧mango
pこlli

Fig･1 ∩:teak
pOOnwhitecedar
vellaplne

K-35

1′)8

的
と
性
弾
お
乾
し

動
態
弾
る
に

一
返

動的剛性
数減衰率
時間

弾性率の減少,乾
服
鮎

約

1｡｡
率

お
状

,性

.少

に
潤
化
弾
数
滅

態
湿
変
的
し
量

状

I
の
動
返
重

潤
比
率
る
練

の

湿
率
性
け
湿
後

J｣¶′｢仁
I==-
JlLLパ′イー
系

燥
動
お
状
変
回

状
的

け
態

化

繰

ll

豊富 ㌔絶乾,飽水

飽 水 i

飽水,ピリ ジン
トリブチ ル アン.ポリエチ

ミ

レ

無処理

ングリコール,
ソルビッ ト, モ

ルホリン,ニ ト
ロベンゼン飽和

i無処理

水分 (溶液吸収)依存性 (非平衡)

文 献∵ 樹 種 弓 特 性 i 応力または歪 !含水率(%) !温 度

FTgl:52,216皇e,arkuce ≒蒙豊 等琵竺漕 絞 り 自 由 振 動 :酸 浸 漬 弓

蒜 2亨8 albizzia 懐 的剛性枇 一時 ; 〟 庵 %"ao芳 賀

時 間 ∃処 理

無処理

温度依存性 (平衡)

文 献 ,樹 種 i 特 性

AI00i

Fig･ 4≧

Ⅰ二)-144
Fig. 5

D一一144
Fig. 6

Ⅰ)-145･
Figllli

ホ オ ノ キ

〟

応力または歪 !含水率(%)‖鼠 度 弓時 間 :処 理

D-144 Fig.6に同じ

動的弾性率,損失
弾性率,損失正接
一温度

損失矧 生率,誘電
損失一温度

縦 振 動 (L)§0 % m .C.
-70′･-

30oC 60kHz 無処理

// 〟 〟 t 〟 〝

D-144 Fig.6の一部に同じ

温度依存性 (非平衡)

｢ 仁 J,-書'力蒜 は表 :含定率(%高温 鹿 西 武 義.理

H-15 Fig.8に同じ
D-145

Fig.10

Filgl4,6号 オ ′み ッ亨鹿 霞藍買算

I

■
】

Fig･ 8.｣ / ｢ 滝 壷

ぽ Jt'V讐 差違芸k,),=去

引張轡 振動 巨 898～oocH 1 0Hz糧J;;ya;V-i芋茎蓋撃努

TgT鯨 ヒ ノ キ 篭警翠詣 芸孟姦三 弓縦 振 動 ｡L)!気 乾十 9g.Tc∃ 5 0 0 H z 寵 晶

Flig:226iZar7?ehL,on;aFlaizsisisarolzagZsa 鹿 締 り 自 由 振 動
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生物因子依存性

文 蘇

H-22
Fig.20 K-30 Fig.1- 7の一部に同じ

(e) 木質材料の動的粘弾性 補遺

歪,応力依存性

材読供献文

A-96
Fig.ll

特 性
応力または歪 】含水率(%)1温 度 座 間 1処 理

ノヽ- PJTI-
(1.2-1.5
アカマツ)

動的弾性率,損失
弾性率,損失正接
一熱圧温度

片 持 曲 げ 振 動 65%R.H.

翠竺藁転翌毒 】 片 持 曲 げ 振 動

ハー ドボード
(ア カ マツ )

率
リ

性

一

弾
率
率

的
性
有

動
弾
含

無処理
熱処理

70Hz 厚霊芝'-

F-9
Fig.
13.〉18

Sitkaspruce
(0.43)

Douglas一点r(0.51)
合板 (0.70,5ply,
yellowbirch)
合板(0.49,5ply,
yellowpoplar)

(両振 り,片振 り)
FuLLER お
よび OBERG
のデーター
との比較

65%R.H.

水分 (溶液吸収)依存性 (平衡)

文 献 【供 試

性

-- ドボド ‥(1.2-1.5アカマツ)
率
損

性

I率

弾
率
水

的
性
合

動
弾

一

片 持 曲 げ 振 動

尿素樹脂,
フェノーノレ
樹脂接着

H-22
Fig.

11～13

合 板

硬磁 蒜cordlLPelai芸ぼ 苦笑軍装講 座 振動

水分 (溶液吸収)依存性 (非平衡)

- ド ボ ードアカマツ)
動的弾性率,損失
弾性率,損失正接
一浸演時間 (熱圧
温度の影響)

片持曲げ振動

タノー′レ.ユタ
ノール,プロパノ
ール,ブタノール
浸漬

j描 J.-1!畑 ':告 宣 ′′ ′′

温度依存性 (平衡)
■■■■■■llllllllllllllllllllll■■■■llll一･･･････.lllll.lllllllllllllllll.lllllllll■l■l■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■- .

】含水率(%)E温 度 座 間 F処 理
-- ドボー ド
(1.2-1.5,

アカマツ)

動的弾性率,損失弾性
率,損失正接一温度
(熟圧温度の影響)

片持曲 げ振動

ー 61-
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文 献 座 試 材 j 特 性 】 応力または歪 ∃含水率(%)∃温 度 座 間
-- ドボー

FTg了V8iil=2=115,
アカマツ)

A-96

Fig

片 持 曲 げ 振 動 :0 % m.C.

幣 町 立 !宣 ′′

ガラス転移領域一
熱圧温度

ノ､-ドボー

卜｣Jt1-了 ､:I-II.,::i::I/'

動的弾性率,損失弾性率,
損失正接一温度 (熱圧処理
温度,時間の影響)

i20-
j lOOoC

動的弾性率,損失 j

弾性率,損失正接 j片 持 曲 げ 振 動一温度

(f) 木材の水分応力 補遺

膨潤一応力

測 定

方 法 条 件 ･ 量

K-026卜合 板Fig. (teak,haldu,birch,⊥)l-3直aldu(Adinacordijoria,R)

FYg:02宝…合 板 (haldu,⊥)

K-027;beech
Fig.2,3
K-027

Fig. 7
K-027

Fig.9

(絶 乾)巨歪拘束);(絶乾~読 )

無処理,

(uFauilussilvaticaL･･T･R将 器誓

〟 . /′ 〟
■

膨潤圧一時間(接着剤の種
類による差)

贋tlfig誓言望賢 (パネル内部

-,竃膨潤圧-時間 (ポリ-テレ
!ソグリコール含有率による

浸射差)

と最大膨潤圧-ポリ-チL/ソ

最大膨潤庄一残留膨潤率

膨潤-外部変形歪

- -- ･- - L-

Fig. パネル (ラワン合板)
13～15:

FPgTO156?Gi824ほ ぞ完 孟孟車嘉野付 kg/cm 2,u-1綿 や 則定 喜室 内放 置
40oC,50%R

件
l≡皇∫
ー早】.

よ
材

お
面

後
裏

直
表
)

圧
(
響

除
り
影
榔
棚
榔
甥

5回繰返し

び60日後の反
の含水率差の

水
の

合
材

び
面

よ
裏

お
表
)

り
(
響

反り一繰返しヰJ⊥′一十1-｣ー｣_｢言tb

F 塊 ～2 7 〟 . 〟 ! 〝 r5モ億 ~二二~繭 暦 i(菅笠賢さ

D-050

乾燥一外部変形歪

文 献 … 供

D-046i
Fig. 6
D-047I

Fig. 5

-1 - 1 -I

C-017 Fig.9に同じ

A-018 Fig.1-4に同じ

ー 62-
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文 献 i 供 試 材

パネル (ラワン合板)

パネル (ラワン合板,
ポ リエステル合板,メ
ラ ミン化粧板)

〟

D-050
Fig.16-･18,

21′〉24

1

Fig.

25-271

矢高測定 室 内 放 置室 内 放 置 件
よ
材

お
面

後
裏

直
表
)

氏
(
響

陰
り
影

朗
那
莞40oC,50%R.H.

_1-I.1喜司

び60日後の反
の含水率差の

〃
<一----- -5oC,80%R.H.

5回繰返し
_-> _->

乾球240 95oF
湿球 160 185oF
～21 -3時間

-ゝ -→ -→ -→ -→ -→ -→ -→ →

乾球 160160160170170180180180180oF
湿球 150146140145140145130162173oF

-> → → -→
70-80 70 8loF 乾球 130oF
40-60 50 87%R.H.湿球 80oF
～48時間 ～数週間 ～20 -20日

(人 工 乾 燥)~~~~~二 二

乾燥一内部残留歪

FEg:01453jfou,Pneern生材,
蒸煮処理

矢高測定

crook, よじ
れ, bow一時
間 (拘束の影
響 )

文 献F 供 試 材

ノ1_ラ ウ (Shoredspp･,T)r

測 定

塁 空 sbafntceoannnay:sasf疫 芸 L生___ _二 軒 (矧 琴 藁麗警

(g) 木材の生長応力 補遺応力

樹

D-003
Fig. 3
D-003

Fig. 4

荏
-- 一 ･二

I-001 Fig.4に同じ

Ⅰ-002 Fig.1に同じ

1=:1.
_旦!.

内部残留歪

樹 歴 ぎす
文 献 : 樹 種

D-003
Fig. 1
D-003

Fig. 3

H-003
Fig. 7

p-005
Fig. 4

Eucalyptusregnans

D-001 Fig.1に同じ

Ⅰ-001 Fig.4に同じ

偉 叢鮎 監 主H,a,1

p-001 Fig.3に同じ

Eucalyptusgigantea (L)
正常材,径12,
28イ ンチ

件
上⊇.
月il

長ま採 取 直 後 朋 におけるL方向生長歪

R方向の縦歪分布
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文 献

粘 弾 性 補遺

日 本

平井信之,伊達宗宏･深田栄一,木材の圧電効果に関する研究 (第 1報),木材誌,14,247
(1968).

平井信之･伊達宗宏,深田栄一 ,木材の圧電効果に関する研究 (第2報),処理材の圧電率,
木材誌,14,252(1968).

HrRAl,N･･Ⅰ,AsANO,N･SoBUEandH･NAITO,Studiesonpiezoelectriceffectofwood

llLTreegrowthandvariationsofpiezoelectricmodulus,木材誌,16,310(1970).
今山延洋,松本 鼠,木材の疲れに関する研究 (第 1報),疲れ過程の現象的追求,木材誌,
16,319(1970).

山田 正,木材の粘矧生変形と構造,木材誌,17,37(1971).
SAWABE,0･,Studieson thethermalsoftningofwoodH, Theinfluenceofheat

pretreatmentonthermalsoftningpointofdrywood,木材誌,17,51(1971).
大熊幹章,森田直樹,木材の曲げ応力緩和に関する一考察,木材誌,17,74(1971).

村上良一,山田晴男,森 見二, ノ､- ドボー ド用パルプシ- トの動的粘弾性 (第 1報),熱

圧温度と動的粘弾性との関係,木材誌,17,243(1971).

村上良一,山田晴男,森 見二,ノ､- ドボード用バルブシー トの動的粘弾性 (第2報),メ

ルブシー トと有機溶媒との相互作用,木材誌,17,249(1971).

村上良一,山田晴男,-- ドボー ド用バルブシートの動的粘弾性 (第3報),熱処理による

-ー ドボー ド用バルブシー トの微細構造の変化,木材誌,17,283(1971).

村上良一,山田晴男,-- ドボード用バルブシー トの動的粘弾性 (第4報),脱ニグニソ処

理の影響,木材誌,17,288(1971).

掘岡邦典,木材および木質材料の接着耐久性,木材誌,17,315(1971).

高橋 徹,ヒバ材の比重と動的諸性質に関する不均質性の検討,木材誌,17,369(1971).

､竹山謙三郎,久田俊彦,竹之内清次,木構造の長期強度について,建築学会論文集, No
39,18(1949).

杉山英男,木材の振動強度に関する実験的研究 (第4報),動的試験において α-70% (戟

荷荷重が静的破壊強度の7割)の場合,特にその初回目の動的試験結果について,建築学

会研究報告,No.19,1(1952).

杉山英男,木材の振動強度に関する実験的研究 (第5報),動的試験において α-60% (戟

荷荷重が静的破壊強度の6割)の場合,初回目に破壊しないが,この時の実験結果につい

て,建築学会研究報告,No･20,63(1952).

杉山英男,木材の曲げク1)-プ機構から見た積雪荷重のとり方,建築学会論文報告集, No.
57,461(1957)･

集成木材小委員会, 集成木材アーチの構造耐力試験,建築学会論文報告集,No.60,473
(1958).

松本 鼠,針葉樹樹幹内のヤング率の不均質性,材料,12,714(1962).

杉山英男,木材ぼりの曲げクリープ性状の理論的考察 (その1),木材および木質材料を用

いた構造の断面設計の新体系確立のための提案と考察 (第 1報),建築学会論文報告集,
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